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国
文
学
科
企
画
・
国
文
学
会
運
営

の
第
１
回
文
学
部
講
演
会
が
６
月
27

日（
月
）、長
久
手
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か

れ
ま
し
た
。
講
師
は
明
治
学
院
大
学

教
授
の
マ
イ
ケ
ル
・
ワ
ト
ソ
ン
先
生
で
、

演
題
は
「
外
国
に
お
け
る
古
典
物
語

文
学
受
容
の
一
世
紀
〜
そ
の
外
国
語

訳
に
つ
い
て
〜
」で
し
た
。
 

　
先
生
は
「
覚
一
本
平
家
物
語
の〈
語

り
〉の
研
究
」
に
よ
り
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
大
学
か
ら
博
士
号
を
取
得
さ
れ
た

世
界
有
数
の
平
家
物
語
研
究
者
で
す
。

平
家
物
語
研
究
の
世
界
的
権
威
で
あ

る
本
学
の
山
下
宏
明
先
生
と
も
親
し

く
研
究
上
の
交
際
を
続
け
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
が
、今
回
は
そ
の
ご
縁
で
お
招

き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

　
講
演
で
は
落
窪
物
語
、蜻
蛉
日
記
、

平
家
物
語
等
い
く
つ
か
の
代
表
的
な

古
典
文
学
作
品
に
即
し
、そ
れ
ら
が

外
国
語
訳
さ
れ
た
時
に
生
ず
る
様
々

な
問
題
を
、歴
史
・
文
化
・
言
語
構
造

等
の
差
異
に
触
れ
な
が
ら
、具
体
的
な

事
例
を
取
り
上
げ
、映
像
資
料
を
駆

使
し
て
、分
か
り
や
す
く
そ
し
て
興
味

深
く
お
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
 

　
講
演
の
内
容
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

先
生
の
流
暢
か
つ
ユ
ー
モ
ア
に
あ
ふ
れ

た
日
本
語
に
驚
嘆
す
る
と
と
も
に
、日

英
二
か
国
語
に
留
ま
ら
な
い
多
言
語

駆
使
能
力
に
た
め
息
さ
え
漏
れ
る
ほ

ど
で
し
た
。
な
お
、講
演
内
容
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、国
文
学
科
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
中
で
す
。
 

 
 
 
 （
国
文
学
科
　
久
保
朝
孝
） 

    

　
英
文
学
科
企
画
・
運
営
に
よ
る
平

成
17
年
度
第
２
回
文
学
部
講
演
会
は

７
月
７
日（
木
）、長
久
手
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
か
れ
ま
し
た
。
講
師
は
英
国
総
領

事
で
愛
・
地
球
博
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ナ
ー
の
ニ
ー
ル
・
フ
ッ
ク
先
生
で
、演
題

は
「M

y
 L
ife
 O
v
e
rse
a
s a
s a
 

D
ip
lo
m
a
t

」で
し
た
。
 

　
先
生
は
外
務
省
入
省
後
、モ
ス
ク
ワ
、

東
京（
３
回
目
は
２
０
０
１
年
か
ら
現

在
に
至
る
）、ダ
ッ
カ
、ア
シ
ガ
バ
ー
ト
、

ム
バ
バ
ネ
等
々
で
諸
外
国
と
本
国
と
の

政
治
・
経
済
的
、文
化
的
交
流
そ
の
他

の
面
で
ご
活
躍
の
な
か
、大
使
等
を
勤

め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
ご
講
演
は
、本
が
好
き
な
た
め
近
く

の
本
屋
で
ロ
シ
ア
語
の
も
の
を
買
っ
て

は
国
へ
送
り
ス
パ
イ
と
間
違
え
ら
れ
た

モ
ス
ク
ワ
時
代
か
ら
、発
展
す
る
日
本

で
の
折
々
の
経
験
、フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
紛

争
時
の
現
地
英
国
人
を
説
得
す
る
苦

労
等
を
明
晰
な
口
調
で
お
話
に
な
り
、

一
見
華
や
か
な
外
交
官
の
厳
し
い
現

実
を
柔
軟
に
、時
に
は
楽
し
く
生
き

抜
い
て
こ
ら
れ
た
そ
の
人
生
の
重
み
は

聴
衆
に
深
い
感
動
を
与
え
ま
し
た
。

先
生
は
偶
然
、新
聞
の
広
告
を
読
ん
で

外
交
官
に
な
っ
て
い
か
れ
た
そ
う
で
す
が
、

逆
質
問
さ
れ
た
学
生
が
「I h

a
v
e
 a
 

d
re
a
m
.

」
と
答
え
る
の
を
聞
い
て
頼

も
し
く
思
う
時
と
も
な
り
ま
し
た
。
 

　
英
国
最
初
の
駐
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン

大
使
時
代
か
ら
の
興
味
深
い
お
話
と

本
場
の
英
語
を
改
め
て
聞
き
た
い
方
は
、

英
文
学
科
事
務
へ
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
 

 
 
 
 （
英
文
学
科
　
山
田
幹
郎
） 

国文学科企画で 
M.ワトソン先生が 
講演 

英文学科企画 
N.フック先生 
講演会 

LECTURE
講演会報告 

医療福祉学部医療貢献学科言語聴覚学専攻教授　 
加藤正子（共編者） 
▼Ａ5判/168ページ/医学書院/5,250円/2005.3発行 
▼口蓋裂は発生頻度の多い先天的形態異常で、障害が口
腔内にあるため、言語の問題は大きい。本書は第2版である
が、新しい執筆者を加え、最新の医療技術の紹介と胎児診
断で告知を受けた家族から成人本人まで、すべての口蓋裂
患者に必要な言語臨床が体系的に書かれている。 
 
 
 

文化創造学部助教授　酒井晶代（共著） 
▼菊判/463ページ/東京堂出版/4,800円+税/2005.9.7発行 
▼上笙一郎氏の編により、わらべ歌からアニメソングまで広く
「日本の子どもの歌」に関する作品・人名・関連事項を収録
した事典。文部省唱歌「牛若丸」をはじめ「近藤朔風」「斎
藤信夫」など計6項目を執筆した（一部、編者との共同執筆を
含む）。 
 
 

文学部教授　山崎茂明（翻訳） 
▼A5版/163ページ/丸善/1,900円
/2005.1発行 
▼米国の研究公正局（ORI）は、科学研究の不正行為を防
止するために設けられた専門機関。ライフサイエンス分野の
研究者が、責任ある研究を行うためにはどのように行動すべ
きかについてまとめた教育用テキスト。 

「ORI研究倫理入門」 
（Nichoras H.Stenek著） 
 

「日本童謡事典」 
 

文学部教授　菅野育子（共著） 
▼A4判/140ページ/日本図書館協会/1,200円/2005.6発行 
▼本書は、専門分野における知識の構造と資料との関係に
ついて理解を深めるためのものである。特に専門資料の背
景にある構造を理解できるよう、その生成、流通、保管、利用
の一連のプロセスについて詳しく述べている。なお本書は、
日本図書館協会から発行されている『図書館情報学テキス
トシリーズ』の一つであり、図書館司書課程科目の「専門資
料論」のテキストとしても利用されている。 
 
 
 

「専門資料論」 

「口蓋裂の言語臨床　第２版」 


